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「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２３年８月号 

├ 言いたい放題！アッキー28号（60） 

       カープと、あの頃の私たち 

├ 詩の会 ROSA朗読会 〜言葉の庭〜 

├ うたかた話（30） 

├ STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

       番外編 小１の夏休み 

├ 今月の五行歌 

├ なんちゃって農業女子(25) 

├「人の命」と「健康」と 

「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

├ イベント紹介／会計報告 
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（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２３／０８ 
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言いたい放題！ アッキー28 号（60）     カープと、あの頃の私たち 



（詩の会 ROSA 朗読会～言葉の庭～）   ＬＩＰ ２０２３／０８ 

〈３〉 

 ７月２日（日）枚方市星丘

（ほしがおか）の星ヶ丘洋裁

学校にて、「詩の会 ROSA 朗読

会～言葉の庭～」が開催され

ました。ＳＮＳで「無料です。

詩のお好きな方は自作他作問

いません。園庭で好きな詩を声にしてみましょ

う。耳から聞く詩の歓びご一緒に♡」という参加

者募集の呼びかけを見て、わぁ、どんなところ

だろう？ ドキドキしながら行ってみました。 

 

草の上、木々の緑の光を受けて、 

ひと時だけの「詩空間」 

 

 京阪電車交野線・星ヶ丘駅から、住宅街をＳ

字に上る急坂を、上り切る手前できゅっと左へ。

道を曲がったところにある星ヶ丘洋裁学校は、

知る人ぞ知る、昭和の時代そのままののどかな

空間です。木造の校舎にはファッションを含め

たアートのギャラリー展示スペース「SEWING 

GALLERY」が併設されていて、朗読会はその裏の

園庭で行われました。 

 建物の角を曲がると、木の枝にたくさんの短

冊がひらひらと風に舞い、その下に子どもとお

とな十人ほどが集まっていました。虫よけスプ

レーを各々腕や足にかけ、草の上に置かれた椅

子に座ります。「時間になりましたので、始めま

すね！」司会の女性が「きこえてくるのはなぁ

に（ローザとカーネルの歌）」という詩の会 ROSA

のテーマソングを歌ってくれて、最初に主宰の

井上良子さんが自作の詩を朗読。続いて、会員

の方が次々自作の詩を朗読していきました。小

さなお子さんと共に参加されていた女性が子を

抱き直して朗読を始めると、お母さんの顔から

表現者の顔に変わり、自信に満ちた声で自分の

世界を語ります。「これ、七夕の蝶なの。この蝶

はねぇ……」。色紙でつくった蝶を見せてしゃべ

りかけてくれる女の子は、既にちいさな表現者。

会員の朗読が終わると、参加者も自作の詩や絵

本の読み聞かせを披露して、最後に皆で輪にな

ってダンスを踊り、豊かな時間を終わりました。 

 

詩に興味のある方、初めての方も 

どうぞお気軽に！ 

 

 詩の会 ROSA は、2018 年３月 17日設立。京阪

電車・枚方市駅横のサンプラザ３号館ビル５階

の男女共同参画活動ルームで、毎月第一日曜日

午前に例会を行っています。朗読会、詩学散歩

など出かける日もあります。また、詩誌『Rosa

と Kernel』を半年に一度発行しています。「詩

に興味のある方は、気軽にたずねてきてくださ

いね！」主宰の井上さんからのメッセージをい

ただいて帰りました。 

 

（文・豊髙明枝 写真・井上良子、豊髙明枝） 

声を出して、わたしの詩を語り、あなたの詩を聴く 

詩の会ROSA 朗読会 〜⾔葉の庭〜 



（うたかた話）            ＬＩＰ ２０２３／０８ 

〈４〉 

 前回は惟喬親王について書きましたが今回は「行

基」について書いてみたいと思います。 

 行基については多くの書いた物があります。

Wikipedia もその一つです。WIKIPEDIA に依ります

と行基は天平21年２月２日（749年２月23日）の

生まれで生地は河内

国（後和泉国現堺市）

です。 

 彼がおこなった

色々な事業が有りま

すが、それは例えば、

道場や寺院が４９院、

溜め池を１５窪、溝と堀を９筋、架橋を６ヶ所、又

布教活動を禁じた時代に禁を破り畿内民衆への（近

畿）を中心に困窮者の為の布施屋を９カ所の設立な

ど、数々の社会事業を成し遂げました。そして最終

は聖武天皇から東大寺の大仏を造った関係で大僧

正の位を贈られました。彼が我が国の最初の最高の

位だったと言われています。 

 大阪南浜の墓地の火葬もその一つです。大阪南浜

の墓地と云いますのは、「なにはの語り部」でも云

いましたが、大阪には七墓地と云って七カ所に墓地

がありました、その７墓地は梅田、南浜、芦原、蒲

生、小橋、高津、飛田、の七カ所です。七カ所には

墓の他に必ず墓地がついております。 

 このうち梅田の南浜の墓地は行基さんが関係し

ておられます。と云いますのは、そこには三昧火抗

（さんまいかきょう）と云われる火葬場が初めて造

られました。これがいままで土葬であった死者が火

葬に切り替えられた始まりと言われています。 

 かつて私は宮島で亡くなった重人さんという方

のお葬式に参列した事がありますが、その島では死

者を葬る事はできません。墓地も墓の建設も認めて

居ないです。必ず本土に舟で行かなければならない

のです。その時の様子を書いてみますと、本土へ行

く船に乗る順番は焼香の順順に従って行わわれま

す。ですから係の人が大きな声で焼香の順番を読み

上げられます。その順番に並んで舟まで歩いて行き

ます。焼香順は今では護られなくなっていますが嘗

ては大切に護られて居ました。焼香順は非常にうる

さく誰の次が誰と云う様に決められていました。焼

場では既に薪を積んだ上に死者の棺桶を置き其処

に参列者が皆で薪を燃やしていきます。そして明日

になれば死者は完全に火葬されて居るというわけ

です。明くる日に家族は骨を拾いにその場所に行け

ばいいと云うわけです。実に旨く考えてのやり方だ

と思います。 

 重人さんとはその他にまだ良い思い出が有りま

す。夜に海の話など色々ありますが身内の話は此く

らいにしまして行基さんの話に戻しましょう。 

 行基さんはその他に久米田や岸和田の池を造り

市民の役に立つ事をしました。 

 彼が関係した全国各地の寺院はその数は数える

事が出来ません。それ程多いのです。開基に関係し

た寺院の数は、青森県から宮崎県に至る全国的で有

りその数 600寺にも及ぶという事です。近畿地方だ

けでも枚方の枚方院

（枚方市伊加賀)を初

めとして 50院にも及

びます。その中には久

米田寺や昆陽施院も

含まれています。 

 貯水池としては昆

陽池(昆陽池公園内)、久米田池(岸和田市)、狭山池

(大阪狭山市日本最古のダム式貯水池を改修)がお

おきな作業です。 

 架橋を指揮した橋は泉橋(木津川)と山崎橋(淀

川)の二つで、整備された港は摂津から播磨に掛け

て五つあります、それは攝播5泊と言われますがそ

れは河尻泊、(尼崎市神崎町)、大輪田泊(神戸市兵

庫区、第一新港)、魚住泊(明石市大久保町)、韓泊

（姫路市的形町）、室生泊（たつの市御津町室津）、

その他伝承として寺院、橋、温泉等色々有りますが

その数はそこそこの数になります。開基伝承に止ま

る寺院だけでもその数は多く、それも愛知県に多く、

全国で15寺院にもなります。 

 さらに彼が架橋したとの伝承の残る橋も一カ所

あり、福岡県沖端川の行基橋(福岡県沖端川)です。

行基が関係した温泉は数多く有馬温泉を初めとし

て19にも及んでおります。その中には湯ヶ原温泉、

東山温泉、野沢温泉、湯田中温泉、等が含まれてい

ます。 

 その他に「行基図」があります。「行基図」の最

も古い物は延暦 24年（805）に下鴨神社に納められ

た物ですが、今はありません。従って、言葉だけ「行

基図」としてありますが実物は無いという事です。

行基さんが拓いた滝は伝承としては能勢の本瀧(本

瀧寺内)。此も伝承です。 

 

 この様に多くの伝承がありますが、彼は近畿にと

っては多く歩いておられると言う事になります。だ

から彼に関しての本は多く42冊をオーバーすると

思います、その発行所も色々有り一社には限られて

おりません。最近のものはWikipediaに参考文献と

して書かれておりますがその他にもまだ有るので

は無いでしょうか。それらを総合すれば行基さんと

云えばそれは有名で伝承的には色々と出てくると

思います。今回は此で終わりといたします。 

 次は誰にするか今から考えます。 

 今回も Wikipedia のお世話になりました事を此

処に改めて記入しておきます。 

「おしまい」  ├ 小田川徳男  



（マンガ文庫 蔵書紹介）       ＬＩＰ ２０２３／０８ 

〈５〉 

 今回は、蔵書紹介はお休みして、親子共々初めての夏
休みをテーマにコラムをお届けします。 
 
 小１の夏休みが始まった。思っていた通り(？)毎日の
お弁当と学童までの送り出しに四苦八苦しながら過ご
しているうちに、「７月はバタバタしたよね」という思
い出だけを残して過ぎていこうとしている。 
 
「今日は家でYouTube見てゴロゴロしてるー」熱を出し
た妹の看病で、親が家にいることが分かると否や、小１
のボクちゃんはルンルンである。 
 学童が嫌いなわけじゃない。友達と過ごせるのは本人
も楽しそうだ。でも、家でゴロゴロするほうがいいらし
い。 
 
 夏休み、自分が小学生の頃の夏休みはどうだっただろ
うか？ 私は暇で暇で仕方がなかった。毎日テレビを見
て過ごしてもすぐ飽きてしまい、何をしようかぼーっと
過ごしていてもなかなか消化できなくて、長い長い夏休
みを飽き飽きして過ごした。 
 
 大人にとったら、休みなんてあっという間という気持
ちは、小学校の特に低学年の頃にはなかったような気が
している。 
 
 人生初めての学校生活。そして初めての長いお休み。
今まさに、初めての夏休みをすごしているボクちゃんか
らすれば、毎日が特別な夏休み。 
 
 どうやって過ごさせてあげようかと考える余裕は親

にはないし、親があれこれ考えるより、好きに過ごした
らいいと思う。でも、小１のボクちゃんにとったら、誰
かがいないと外に出られないのもまた事実。そんなとこ
ろは私の子どもの頃の思い出と重なる。 
 
 ｢誰かどっか面白いところに連れて行ってくれないか
なー｣ボクちゃんの顔にはいつも書いてある。やりたい
ことを探すにも、行きたいところを口にするのも、経験
や体験が必要なんだよね、この頃は。 
 
 何をするにもYouTubeがついていないと落ち着かない
ボクちゃんに、｢音がない方が集中できない？｣と聞くと、
｢どうしたほうがいいかはオレが決めるからいいの！｣
だそうだ。ふむふむ、主張はいっちょ前だ。 
 
 軽微な娯楽に溢れた今は、消費して、飽きて、また消
費しての繰り返し。好きなことだけしていたいボクちゃ
んの最近のお気に入りは、お魚調理のYouTubeだ。捌く
前の丸々１尾から調理していくやつ。少し前はヒカキン
で、UFOキャッチャーをやりたがることが増えた。料理
に少し興味の出たボクちゃんは、天ぷらにチャレンジし
て気を良くしたところで、油はねの洗礼を受けて、びっ
くりしたようだ。でも、将来は天ぷら屋さんをするから、
「お母さん食べに来て」だそう。 
 
 夏休み中は毎日ラジオ体操やプールに通った記憶が
あるが、今じゃどちらも過去のこと。毎朝、いつも通り
起きたくないとぐずる子どもたちを起こして、身支度を
させる。そういえば、私の子ども時代はラジオ体操に行
くことは決まっていたが、起こしてもらった記憶はない。 
 
 結構、放ったらかしにされて育ったことを今更ながら
思い出した。そのことは、自活力が備わるから、悪くは
なかったけど、何故か自分は必要以上に子どもに世話を
焼きたがる。「夏休みの宿題ができてなかったらどうし
よう」、「できてるか進捗を確認しないかん？」とか、「こ
んなにダラダラ過ごしてるだけでいいのかな」とか。 
 
 親も子どもも好きなことをしたらいい。そう思ってい
るけど、親が思う子どもの好きなことは、(親がやって
ほしい)という言葉がいつも入ってる。子どものやりた
い事を応援するってなんて難しいんだろう。 
 
 子どもと過ごす時間が増えると、ココロのザワザワが
止まらない。小一の壁は親からすれば、子どもを小さな
大人として見られるかどうかの壁(？)なのだとしたら、
私の前にたちはだかる壁は高くて厚い。 
 

（みんなでつくる学童STEMs そふえ） 
[ STEMz マンガ文庫 ]で検索！ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

         番外編 小１の夏休み 

小１の定番、朝顔の観察は私の小１時代と変わら

ず。⺟が唯⼀宿題を⼿伝ってくれたと記憶してる

観察ノートは、令和の今は、種の採集と日々の記

録をタブレットで撮影するに変わった。 



（五行歌／農業女子）          ＬＩＰ ２０２３／０８ 

〈６〉 

 今回のお話も「芋」についてです。（笑） 

 本来「さつま芋」は、暑さに強いはずの野菜

です。前にもお話しましたが原産地が「薩摩」

ですので。６月「茎」を取り寄せ、今年も植え

付けたのですが、今年は６月からすでに暑くて

日中に植え付けるのはリスクが高かったです。

日中活動として利用者様と一緒に植え付けた苗

は、やはり「焼けてきました」（写真①）。７月

の猛暑（酷暑）のダメージがさらにひどくなっ

てきたので、最近では「草マルチ」といって、

黒マルチの熱を少しでも苗に当てない工夫をし

ています（写真②）。 

 去年もやはり夏の暑さに苗が負けたりしたの

で「夕方涼しくなってから植え付け」をしまし

たものもあります。利用者様と一緒には出来な

くて、私一人で行ったのですが、まず、黒マル

チをした畝に斜めの穴をあけて、斜め 45 度に芋

の苗を差し込む（ここまでは上の苗たちも同じ）

のですが、穴の周辺に草刈りしたイネ科の雑草

を「しめ縄風」にネジネジして鳥の巣の形のク

ッションで苗を守ります（写真③）。マルチが暑

くなって苗が焼けない様にしました。この方法

でどうなったか…写真④のようにちゃんと育ち

ました。が、それでもこの暑さは尋常ではなく

て、７月後半毎日さつま芋畝に水やりしていま

す。去年はそこまで水やりせずの過ごせたはず

ですが…… 

 あっ「黒マルチ」の説明がなかったですね。

黒いビニールで土を覆い、余分な雑草が蔓延ら

ない様にするものです。（写真①）雑草よけには

有効ですが、熱を吸収するので、夏場は土が暑

くなりすぎて苗にもダメージがあります。その

点「草」をマルチとして使うことで、雑草よけ

と熱除けの相乗効果です。 

 二つの違い、分かりますか？ ①はこの暑さ

でさつま芋の茎も葉っぱも枯れてきています。

一方③④は、雑草もありますが、茎も葉も青々

と生き生きとしています。とにかくこの地獄の

様な暑さはいつまでつづくのでしょうね？？ 

さつま芋の運命や如何に……つづく 
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（原発賠償関西訴訟）          ＬＩＰ ２０２３／０８ 

〈７〉 

 ７月12日（水）大阪地方裁判所で原発賠償関西

訴訟第 40 回期日が開かれました。この裁判は、

2011年３月の東京電力福島第一原子力発電所事故

で関西に避難してきた人たちが国と東京電力（以

下、東電）に対して起こしたものです。 

 本人尋問２日目のこの日は、いつもの大法廷で

はなく、中法廷。13の一般傍聴席に対して、77枚

のパソコン傍聴券が発券されました。傍聴に外れ

た64人は、近くの弁護士会館に移動、控室として

取った大きな部屋で、法廷外企画の講演「放射線

被曝健康影響科学のパラダイム転換は起こるのか」

を大阪経済法科大学客員教授の藤岡毅さんから聞

きました。   

 12 時 20 分、10 時から 2時間の本人尋問を受け

た原告女性が控室に到着、テレビ局のビデオが回

るなか、ミニ報告集会で語ってくれました。「原発

事故が起きた瞬間、住民だった私たちは、あそこ

で生活してきたことは失敗だったと思った。あそ

こで生まれてきたこと自体を失敗だったと思った」

「原発を推進している人たちはこのことをどう思

っているか、聞きたい」「原発を進めてきたことが

失敗だった。失敗してから折り返して12年間私た

ちは生きてきた。それをなかったことにしてほし

くない」。一つ一つの言葉が胸に突き刺さります。

「おとなの潔さを子どもたちに見せたい」「関西訴

訟の判決が未来の希望になるようにがんばってい

きたい」。本当にそうだと参加者は拍手で応えまし

た。 

 お昼１時間半の休憩後、午後１時半から原告３

人の本人尋問。法廷外企画としては、前回期日で

本人尋問を受けた３人の原告に対するインタビュ

ー動画を上映、その後次回企画に向けて、参加者

から傍聴に来る思いを語ってもらい、動画撮影を

したとのこと。 

 私は午後傍聴に入ることができました。２人目

の尋問は男性、３人目と４人目は女性でした。今

回尋問に答えた原告のうち、２人は原発事故時屋

内退避区域に指定されその後市内の殆どが避難区

域とされた南相馬市に在住、もう２人は各々郡山

市といわき市に住んでいた、「自主避難」とされる

人たちです。家族構成やバックグラウンドもそれ

ぞれ異なりますが、共通するのは、原発事故の影

響で人生が大きく変えられてしまったということ。

――仕事の関係で原発事故の際の危険は認識して

いた、かけがえのない子をまず避難させようと車

で東京駅まで送り新幹線の始発に乗せた、この先

事故がどのようになるかもう会えないかもしれな

いと窓の外から子の姿を見る、発車案内が流れた

時に子は涙を流し腕に顔をうずめた……。――２

回目の爆発で危険を感じた、強制避難は指示され

ていないが、危ない、すぐ来いときょうだいから

強く勧められ首都圏のきょうだい宅に家族で一時

避難、１週間か10日もすればおさまると思ってい

たが、そうではなかった。1 週間後帰郷したが、

窓は目張り、外出して家に戻ると、玄関で服を全

部脱いで風呂場で洗い、居間に入る生活。新聞に

毎日出る放射線量の数値をエクセルに入力、計算

式で計算すると、年間積算量がとんでもない数字

になる、これは危険だと避難受け入れ先を探し、

縁もゆかりもない関西に避難してきた……。――

小学生の子がいるが外で遊ぶのは時間制限、プー

ルは禁止、こういうところで子どもを生活させた

くないと、事故後１年たってから関西に避難して

きた、仕事も得て、最初関西の言葉や生活になじ

むのに苦労した子も元気に生活しているが、ふと

気づくと、「なんで私、大阪にいるんだろう？」と

思い呆然とする……。３人の人が語る言葉に、失

ったものの大きさを思いました。 

 午後５時閉廷後、弁護士会館の控室で、２回目

のミニ報告集会。「次回期日は９月６日、大法廷で

す。たくさん傍聴に入れます」「身一つで臨む尋問

の場。心細いなかで頼りになるのは、後ろで見て

くれている、傍聴の皆さまの存在です。ぜひ次回

も傍聴席を満席にしてください。応援よろしくお

願いします！」原告団長・森松明希子さんの言葉

に、参加者皆大きく頷きました。 

 次回第41回期日は、大阪地方裁判所で９月６日

（水）午前10時開廷、午後５時まで、原告本人尋

問に加えて、専門家証人尋問（主尋問のみ）が予

定されています。      （文／豊髙明枝） 

～「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判～ 

原発賠償関西訴訟第 40 回期日の報告 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 217 号 今号の発行部数 900 部］ 

次号（９月号）は、８月２６日（土）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ７：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

36,502 前号から繰り越し 

3,000 応援団寄付 

▼781 郵送代 

▼500 ロッカー代 

▼4,640 ７月号印刷代 

33,581 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

匿名希望さん 

STOP WAR NOW 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
自閉症だけでなく生きづらさを感じながら生きている人、その保

護者や関係者の方々。どうぞフリートークでご参加ください。話

すことにより、何か新しいことに気づけるかもしれません。11月

に学習会がある予定です。 

◆日時：９月４日（月）10：00～12：00 

◆場所：枚方市総合文化芸術センター別館 

（旧メセナひらかた会館）第４会議室 

※連絡先 松崎 072-845-3014 さんなみ 072-868-9929 

■奥能登通信の鴻さんが、石川県のＰＴＡ向けの研修の動画

に登場されてます。冒頭から７分半までが鴻さんの子どもた

ちとの自然体験、それから、街中ゴミ拾い、ＰＴＡでの性教

育の取り組みという三つの活動が紹介されています。（A） 

➡ ➡ ➡  https://youtu.be/UuYxiEw2iJc 

 

 

 

 

■８月 20日に予定されている「フォレオひらかた」での縁

日イベントで、巨大しゃぼん玉をやることになりました。子

ども（大人も）すっぽりしゃぼん玉の中に入れる体験できま

す。失敗するとカッコ悪い
����ので、液の配合と道具の実験に

取り組んでます。ほぼほぼ毎日、日の出の時間帯に、淀川河

川敷で秘密
����実験中です。うまく行ったらまた紙面でも紹介

します。夏休みの自由研究にもぴったりかも。（ｗ） 

 

■ＬＩＰは、市民が書き、市民が作り、市民が読む地域密着

型情報紙です。あなたも紙面に登場してみませんか？ 

第28回「障害」のある子どもの高校進学を考える学習会 
---みんなといっしょに高校へ行きたい！--- 

◇とき：2023年8月6日（日）午後1時30分～4時45分 

◇ところ：交野市ゆうゆうセンタ－ ３階研修室 駐車場あり 

 交野市天野が原町5－5－1 電話 072-893-6400（代） 

 JR学研都市線・河内磐船駅下車徒歩4分 

 京阪交野線・河内森駅下車徒歩8分 

◇参加協力費（資料代など）300円（1家族につき） 

◇申し込み：会場参加の方は申し込みは不要です。 

 ZOOMで参加される方は、8月3日（木）までに、松森宛メ－

ルか、電話で申し込んでください。入室のURLと資料を送らせて

頂きます。協力費の振り込み方法は、学習会後、お知らせします。 

・松森のアドレス：matumori＠crux.ocn.ne.jp 
◇問合せ：関山域子：090-2599-6162 

     松森俊尚：090-1960-3469 
＜内容＞ 
①”知的障害者を普通高校へ北河内連絡会”の簡単な総会 

②大阪府教育庁高校教育改革課主席指導主事 志村和俊さんよ

り・「障害者」の高校受験について・「自立支援コ－ス」「共生推進
教室」の説明など 

③今年度の高校受験に向けた詳細な情報  片岡次雄さん 

④お話し～私が経験したこと、考えたこと～ 

 大阪府立芦間高校に通う山崎智宏さんとお母さんの菜子さん 

 「自閉症の息子の高校選びとその後の高校生活」 

⑤フリ－ト－ク：会場とZOOMをつないで質疑応答、意見交流、
情報交換 
⑥終了後、どんな疑問にも答える進路相談会を開きます。 

＜主催＞知的障害者を普通高校へ北河内連絡会 

＜共催＞寝屋川市の義務教育における医療的ケアを考える会 

＜協力＞大阪府教育庁 
＜後援＞枚方市教育委員会、大東市教育委員会、四條畷市教育委
員会、交野市教育委員会、寝屋川市教育委員会、守口市教育委員
会、（申請中）門真市教育委員会 


